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なお､ 詳細についてはホームページをご覧ください｡

担当部署名 事務事業名 事業概要 目 標

市
民
部

市
民
生
活
課

環境対策
事 業

地球温暖化の防止､ 環境保全意識の高揚
及び住民のリサイクル意識の向上を図る
ため､ 環境対策事業補助金を交付し事業
の推進を図ります｡

住宅用太陽光発電システムの設置数を50
件以上とします｡
資源ごみの回収量を854ｔ以上とします｡

人
権
多
文
化

共
生
推
進
室

多 文 化
共 生
推進事業

在住外国人が地域の構成員として共に生
活していくため､ 推進プランの策定やリ
レー講座の開催､ 多文化共生交流事業の
支援などを実施します｡

安芸高田市多文化共生推進会議を設立し､ 平成24年度中に ｢安
芸高田市多文化共生プラン｣ 策定に向け準備を進めます｡
さらに､ 安芸高田市工業会と連携し､ 市内在住外国人労働者の
生活・居住環境の改善を図るため､ 地域住民との交流や外国人
同士の交流を促進します｡
また､ 市内在住外国人の生活をサポートするため､ ｢くらしの便
利帳 (外国語版)｣ の発行及び語学 (方言) 研修を実施します｡

福
祉
保
健
部

高
齢
者

福
祉
課

市 民
総ヘルパー
推 進 事 業

地域の共助を原動力として､ 市民に広く
介護技術､ 介護知識の普及を図り､ 地域
全体での介護力の向上を図ります｡

養成講座を開催し､ 150名の生活・介護サポーターを養成します｡
広島県立大学の受託研究事業として､ 平成24年２月末までに構
想を具現化します｡
｢お太助ポイント銀行｣ について､ 創設の可否を決定します｡

産
業
振
興
部

農

林

水
産
課

林道整備
事 業

林道入江戸島線の新設工事を推進します｡
平成23年５月までに実施設計書を作成し､
10月までに改良区間の一部について工事
に着手します｡

地
域
営
農
課

有害鳥獣
対策事業

農産物を有害鳥獣の被害から守るため､
集落単位等での防護柵設置や有害鳥獣捕
獲班による捕獲等を行います｡

集落単位等広域での防護柵設置により､ 農作物被害の縮
減を目指します｡
ジビエ (狩猟による鳥獣肉) の活用について､ 捕獲から
解体､ 処理､ 加工､ 販売等幅広く調査研究を行います｡
平成23年度､ 第１種狩猟免許取得助成対象者を４名以上
とします｡

地産地消
推進事業

地産地消行動計画実施計画に基づき､ 特
産品の開発及び販路拡大を行うとともに､
給食センターの地場産品使用率並びに地
産地消率の向上を目指します｡

平成23年６月までに地産地消行動計画実施計画を策定します｡
給食センターの地場産野菜の使用率について､ 当面10％ (重
量ベース) を目指します｡
｢三矢ブランド｣ を３品目から４品目へ､ ｢あきたかたのた
からブランド｣ を43品目から50品目へ増加を目指します｡

ふるさと応援
の会推進事業

｢ふるさと応援の会｣ を設立し安芸高田
市の活性化を図ります｡

会員数1,000名を目標に組織体制を構築
し､ 設立総会を８月に開催します｡

建
設
部

住

宅

政
策
課

子育て・婚活
支 援 住 宅
整 備 事 業

子育て・婚活支援団地として､ 市営向ヶ
丘団地跡地を利用し分譲団地の整備を行
います｡

分譲団地の整備後､ ８区画を分譲します｡

上

下

水
道
課

下 水 道
整備事業

下水道全体計画の見直しにより､ 下水道
整備から市設置型の合併処理浄化槽整備
へ移行します｡

市全体の下水道の普及を図り､ 水洗化率
58.6％以上を目指します｡

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学 校
耐 震 化
推進事業

小中学校施設の耐震補強工事並びに小中
学校施設の耐震第２次診断業務を推進し
ます｡

平成23年度末で､ 小中学校施設の耐震化率を70％以上にします｡
・小中学校施設の耐震補強工事 (実施設計､ 補強・改修工事等)
…甲立小学校屋体､ 向原小学校屋体､ 甲田中学校校舎､ 八千
代中学校屋体､ 向原中学校屋体
平成23年度末で､ 小中学校に係る耐震第２次診断を完了します｡
・小中学校施設の耐震第２次診断業務…小田小学校校舎・屋体､
小田東小学校校舎・屋体､ 刈田小学校屋体､ 美土里中学校金
工室､ 吉田中学校柔剣道場､ 甲田中学校柔剣道場

学校規模
適 正 化
事 業

市の推進組織を組織し､ 関係部局と協議・
調整を行ったうえで保護者説明会・地元
説明会を実施します｡

平成23年度末で､ 市内全ての単位ＰＴＡ
と地域への説明会を完了します｡

生

涯

学
習
課

甲立古墳
調査事業

国・県の史跡指定に向け､ 古墳の試掘調
査を継続実施します｡

平成23年11月までに確認調査を完了し､ 現地説
明会を開催します｡
平成23年７月末までに遊歩道整備を完了します｡
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安芸高田市では､ 平成21年度より､ 部局横断的に情報
の共有が必要な政策的かつ重点事業等について､ 毎月庁
内会議で進捗状況を報告しあい､ 職員間での情報の共有
と合意形成の確立を図っています｡
本号では､ 本年度､ 本市が取り組む主要な事務事業に
ついて設定された目標等を公表するとともに､ また､ 昨
年度取り組んだ主要な事務事業の目標達成状況について
も併せて公表いたします｡ なお､ 11月号では､ 目標に対
する上半期の進捗状況を報告する予定です｡

平成23年度の目標
担当部署名 事務事業名 事業概要 目 標

総
務
部

危

機

管
理
室

防 犯 灯
ＬＥＤ化
促進事業

市内の防犯灯 (地元管理及び市管理) に
ついて､ 消費電力削減や器具の耐久力向
上の観点からＬＥＤ化を促進します｡

平成23年度末で､ ＬＥＤ移行率を市管理
分については80％以上､ 地元管理分につ
いては60％以上にします｡

企
画
振
興
部

政
策
企
画
課

葬 斎 場
整備事業

葬斎場整備にかかる基本設計・実施設計
を策定するとともに､ 敷地造成工事を実
施し本体工事に着手します｡

平成23年造成工事着手までに地域振興策
について地元との合意を目指します｡
平成23年６月末までに既存施設を解体し
ます｡
平成24年２月末までに造成工事を完了し
ます｡ また､ 同年１月末までに実施設計
を完了し､ 年度内には本体工事に着手し
ます｡

生涯学習
センター
整備事業

向原町の生涯学習・文化活動の拠点を整
備するため､ 生涯学習センターの基本設
計・実施設計を策定します｡

平成23年10月までに用地取得に関する事
業認定を取得します｡ また､ 11月までに
基本設計を､ 平成24年２月までに実施設
計を完了します｡

土師ダム
周 辺
整備事業

老朽化した八千代サイクリングターミナ
ルの新築整備にむけた基本設計・実施設
計を策定するとともに､ 周辺整備等に着
手します｡

土師ダム周辺整備事業については､ 平成
24年１月末までに基本設計及び実施設計
を完了します｡
グラウンドゴルフ協会認定コースは､ 11
月までに工事を完了します｡

未来創造
事 業

地域の魅力である ｢毛利元就｣ と ｢神楽｣
をテーマに観光交流事業を展開し､ 雇用
の創出､ そして定住人口の増加を目指す
諸事業を実施します｡

未来創造計画実施計画を､ 平成23年９月
までに策定します｡
関係団体及び庁内関係部局により実施体
制を構築し､ 諸活動に取り組みます｡

情
報
政
策
課

光ネット
ワ ー ク
整備事業

光通信を利用したブロードバンド環境の
整備に向けた基本計画の策定及び実施設
計等に着手します｡

平成23年７月までに実施設計に着手しま
す｡
平成23年10月から電柱等共架申請を開始
します｡
平成23年12月までに施工業者を選定しま
す｡



5

担当部署名 事務事業名 目 標 目標達成状況

福
祉
保
健
部

子
育
て

支
援
課

幼保一元化
検 討 事 業

安芸高田市 (公立) 保育所規模適正化計
画の実施計画を策定します｡

安芸高田市 (公立) 保育所規模適正化推
進計画を平成23年３月に策定しました｡

高
齢
者

福
祉
課

市 民
総ヘルパー
事 業

生活・介護サポーター養成講座の受講生
150名を目指します｡

第３期､ 第４期の生活・介護サポーター
養成講座で新たに133名の養成を修了し､
これまでの累計で287名になりました｡

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

地産地消
推進事業

平成22年度に地産地消行動計画を策定し､
平成23年４月から稼動する統合給食セン
ターへの地場農産物の供給体制や生産体
制の強化を図ります｡

３回の地産地消行動計画推進協議会を開
催し､ 平成23年３月に ｢安芸高田市地産
地消行動計画｣ を策定しました｡
また､ 給食センターへの地場産農産物供
給体制を整備しました｡

農
林
水
産
課

林道整備
事 業

合併支援道路としての林道入江戸島線の
新設改良工事の早期着手に向けて､ 地元
の合意形成を図ります｡

地権者48名全員の同意を得ることが出来
ました｡
平成23年度は実施設計書の作成と一部工
事着手を予定しています｡

建
設
部

建

設

課

県道整備
促進事業

一般県道原田・吉田線の未整備区間 (印
内～山部間) 2.7㌔を３区間に分け､ そ
の内､ 平成22年度は１工区900㍍の平面
測量を実施し､ 法線

ほうせん

決定等を行います｡

７月にルート変更について地元同意を得
ました｡ その後､ 現地測量を実施し３月
の地元説明会で関係者から法線

ほうせん

計画に対
して同意を得ました｡

国道整備
事 業

国道54号線可部バイパスの早期完成に向
け､ 国等への要望活動を強化します｡

全体計画9.7㌔の内､ ６㌔が供用開始し
ています｡ 残り区間3.7㌔の内､ 現在工
事中の区間 (大林３丁目バス回転場まで
延長2.2㌔) について､ 国土交通省から
平成25年度開通見込みであると発表され
ました｡ 引き続き早期完成に向け要望し
ていきます｡

下
水
道
課

下 水 道
整 備 計 画
見直し事業

下水道全体計画を下水道管整備から市設
置型合併処理浄化槽整備へと見直し､ 平
成26年度末の整備率(水洗化率)70％を目
指します｡

下水道事業計画の見直しを行いました｡
併せて県と見直しによる変更認可申請協
議を実施しました｡
平成22年度末の水洗化率は56.9%です｡
(前年度より2.2%増)

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学 校
耐 震 化
推進事業

小中学校の耐震化率を60％にします｡
小中学校の耐震第２次診断の実施率を80
％にします｡

耐震改修工事は､ 向原中学校校舎が平成
22年11月末､ 吉田小学校校舎・吉田中学
校校舎・甲田中学校屋内運動場が平成23
年３月末に完了しました｡
平成22年度に耐震第２次診断を実施し､
耐震診断の進捗率は､ 81.3％になりまし
た｡

学校規模
適 正 化
事 業

平成22年10月末までに学校規模適正化推
進計画 (案) を､ 平成23年３月中旬には
推進計画を策定します｡

平成22年10月12日から11月18日までパブ
リックコメントを実施しました｡ 平成23
年１月に学校規模適正化推進計画を策定
しました｡

生
涯
学
習
課

甲立古墳
保 存
活用事業

第１次確認調査 (試掘) 及び遊歩道整備､
案内看板設置を平成22年10月末までに完
了します｡

平成22年12月24日まで調査を実施し､ 全
長75m・高さ15.3mの古墳規模や墳丘の
２段築成､ 斜面全面の葺石などを確認し
ました｡ また墳丘から多数の円筒埴輪片
や家形埴輪片が出土しました｡
11月20日～21日には現地説明会を実施し､
約300名の参加者がありました｡
また遊歩道整備は､ 確認調査の終了後の
平成23年3月に着工し､ ７月末に完成予
定です｡
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担当部署名 事務事業名 目 標 目標達成状況

総
務
企
画
部

危
機
管
理
室

自主防災
組織設立
促進事業

市内各地域に自主防災組織の設立を推進
し､ 平成23年３月末には組織率60％を目
指します｡

平成23年３月末現在で市内に59の自主防
災組織が設立され､ 組織率は62.3％とな
りました｡
未設立地区に対しては､ 今後早期の設立
を目指し推進していきます｡

政
策
企
画
課

新公共交通
シ ス テ ム
整 備 事 業

朝・夕を路線バス､ 昼間帯をお太助ワゴ
ンとする新公共交通システムを平成22年
10月から市内全域で本格運行いたします｡

平成22年10月１日から全市域で運行を開
始しました｡
お太助ワゴンの利用登録者数は､ 平成23
年３月末現在で8,695人､ １日平均利用
者数は160人を超える月もあり利便性が
向上したと好評を得るなど順調なスター
トを切りました｡

葬 斎 場
施 設
整備事業

平成25年４月の施設稼動を目指し､ 平成
22年度は旧環境センターの解体や敷地造
成工事に着手します｡

環境影響調査を平成23年２月に完了し､
地元への説明後に旧環境センター解体工
事に着手しました｡
敷地造成工事は､ 解体工事完了後着手し
ます｡

統合給食
センター
建設事業

市内全小中学校､ 保育所 (園)､ 幼稚園
の給食約3,100食を供給できる統合給食
センターを平成23年４月の供用開始を目
指し整備します｡

安芸高田市給食センターは､ 平成23年2
月に完成し､ ３月の試運転等を経て４月
から供用開始しました｡
一層､ 衛生管理に徹した安全でおいしい
給食を提供することが可能となり､ また
食育推進のための環境も改善することが
できました｡

情
報
化

推
進
室

地 上 波
デジタル
放 送
対応事業

平成23年７月に完全移行する地上デジタ
ル放送の難視地域を解消するため､ 既設
共聴組合施設の改修や新難視地域テレビ
共聴施設を整備します｡

共聴施設改修施設､ 新設施設33施設の整
備補助金交付が決定し整備が完了しまし
た｡ (一部繰越)

市
民
部

市

民

生
活
課

結婚サポ
ート事業

平成22年度末までに３組の結婚成立を目
指します｡

３組の結婚が成立しました｡
現在進行中のカップルは８組です｡

人
権
多
文
化

共
生
推
進
室

多 文 化
共 生
推進事業

市内在住の外国人の実態調査､ アンケー
ト調査を実施し､ 多文化共生の仕組みづ
くりを検討します｡

実態調査 (暮らしぶり調査) は市内事業所
19社を対象に､ 事業所に勤務している外国
籍従業員について事業所の担当者に聞き取
りを行いました｡
別途に市内在住の日本人､ 外国籍市民に対
してアンケート調査を実施しました｡ (市
内在住日本人回収率38.9％､ 同外国籍市民
回収率32.0％) 回収されたアンケートの分
析を県立広島大学と共同で行いました｡
また､ 平成23年３月12日にアンケート結果
をもとに､ 350名の参加を得て ｢安芸高田
市多文化共生フォーラム｣ を開催しました｡

平成22年度に実施した事務事業のうち､ 昨年の ｢広報あ
きたかた11月号｣ に掲載した主要な事務事業17事業につ
いて､ その後の最終的な目標達成状況 (成果) を報告し
ます｡
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夏
の
暑
さ
対
策
!!

〜
節
電
し
な
が
ら
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
〜

夏
は
一
年
で
一
番
電
力
が
使
わ
れ
る
季
節
。
節
電
を
う
ま
く
行
い

な
が
ら
、
こ
の
暑
い
季
節
を
乗
り
切
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
            

    

新しいテレビを購
入後､ 一度も映像モー
ドの明るさを変更し
た事が無い方がいま
す｡ テレビ画面を最
適な明るさに調節するだけで､ テレ
ビで消費する電力を削減できます｡

         

テレビの画面は静電気でほこりが
付きやすく汚れやすいです｡ 画面を
一週間に一度程度乾いた布で拭くこ
とで､ テレビの明るさを調節しても､
見づらさを防ぐ事ができます｡ テレ
ビはリモコンで電源を切るのではな
く､ 主電源で切るようにしましょう｡
待機電力を抑えることができます｡
音量を必要以上に大きくしないこと
も効果があります｡

            

・電気ポットで保温をしない｡
・炊飯ジャーの保温を止める｡
・食器洗浄機は汚れをふき取ったう
えで､ 節約モードを使う｡
・トイレの温水洗浄便座の設定温度
を低めにする｡
・洗濯機はお風呂の残り湯を利用し､
まとめ洗いをする｡
などがあります｡

      
            

      

年間を通じて家庭で消費される電
力量を見ると､ 待機消費電力は約6
％を占めています｡ これは､ テレビ
の消費電力量とほぼ同じ割合にあた
ります｡

         

こまめに主電源を切る､ ｢スイッチ
付きタップ｣ を使うなどで対応しま
しょう｡

こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
う
だ
け
で
、

電
力
消
費
量
15
％
削
減
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
少
し
の
手
間
で
節

電
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

節
電
は
、
電
力
不
足
問
題
に
対
応

す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
夏
を
機
に
、
節
電
上

手
を
目
指
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？

    

              

夏の家庭での消費
電力の約53%はエア
コンです｡ エアコン
の設定温度を上げる
ことで消費電力を大
幅に抑えることがで
きます｡

         

扇風機を併用すると､ エアコンの
設定温度をある程度上げても快適に
過ごすことができます｡ フィルター
が目詰まりすると電力を余計に消費
するので､ こまめに掃除をしたり､
室外機の周りに物を置かないなどの
工夫をしましょう｡
※設定温度を上げすぎて室内温度が
上昇すると熱中症になる危険もあ
るので注意してください｡

   
           

            

開閉が多いと冷気が逃
げてしまいます｡ 冷蔵庫
のドアの開閉回数を半分
にすると､ 消費電力量を
約６％抑えることができ
るというデータもあります｡

         

物を詰め込みすぎると､ 冷気の流
れが悪くなり､ 冷蔵庫内が均一に冷
えなくなります｡ また､ 見渡しが悪
くなるためドアの開いている時間が
長くなる原因に繋がります｡ 冷蔵庫
内を整理しましょう｡
併せて､ 熱い物を冷まして入れる､
冷蔵庫を壁から適度な距離を取って
設置する､ 傷んだパッキンを取り換
えるなどの工夫をすると､ 節電効果
は高くなります｡

  
         

            

         

必要のないあかり
は消しましょう｡ 長
時間部屋を空けると
きはスイッチで消し
た方が経済的です｡

         

ランプやかさが汚れると､ 明るさ
は極端に落ちます｡ ダイニング・キッ
チンなどの汚れやすい場所の照明は､
こまめに掃除しましょう｡ また､ リ
モコン機能 (点灯・消光・調光など)
を使用中は約１Ｗの電気を消費して
います｡ 照明のスイッチの電源を切
る習慣をつけて､ 待機消費電力を削
減するなど工夫をしましょう｡ 省エ
ネ型の照明器具 (LED器具) への買
い替えも効果的です｡

6

夏夏
のの
暑暑
ささ
対対
策策
!!!!

〜〜
節節
電電
しし
なな
がが
らら
、、
ここ
のの
夏夏
をを
乗乗
りり
切切
るる
たた
めめ
にに
〜〜

東東
日日
本本
大大
震震
災災
のの
発発
生生
。。
福福
島島
第第
一一
原原
子子
力力
発発
電電
所所
のの
事事
故故
。。
今今
、、

当当
たた
りり
前前
にに
使使
用用
しし
てて
いい
たた
電電
力力
のの
重重
要要
性性
がが
見見
直直
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

夏夏
はは
一一
年年
でで
一一
番番
電電
力力
がが
使使
わわ
れれ
るる
季季
節節
。。
節節
電電
をを
うう
まま
くく
行行
いい

なな
がが
らら
、、
ここ
のの
暑暑
いい
季季
節節
をを
乗乗
りり
切切
るる
ここ
とと
がが
求求
めめ
らら
れれ
まま
すす
。。

市役所第１庁舎で行っている､ 緑の
カーテンの様子｡ ７月８日(金)撮影｡



安安芸高田市環境基本計画
～節電は環境にも良い～

安芸高田市では､ 昨年度､ 地域の環境問題に総合的かつ計画的な推進を図るため環境基本計画を策定い
たしました｡ これは､ 安芸高田市環境基本条例の基本理念でもある豊かな自然環境や生活環境を保全し､
将来の世代に良好な環境を継承することを目的としております｡
環境基本計画を策定するにあたり､ 市民アンケート､ 団体・事業者ヒアリング､ 市民の視点から課題を
整理する市民検討会を実施し､ 安芸高田市の望ましい環境像を設定しました｡

望ましい環境像 ５
いつ

かは！日本一の環境“もやい”のまち 安芸高田

滑
なめ

らか・和
なご

やか・細
こま

やか・健
すこ

やか・円
まろ

やか
※詳しくは､ 安芸高田市環境基本計画概要版をご覧ください｡

望ましい環境像の１つに､“細やか”脱温暖化のまちづくり ｢みんなで脱温暖化に取り組み､ 互いにそ
の成果を実感できる(見える化)しくみをつくろう｣ というものがあります｡ そして､ その実現に向けて､
省エネビジョン具現化＆創エネ研究プロジェクトを実施していきます｡ 下記グラフは､ 一世帯当たりの年
間エネルギー種別消費比率を表しております｡ 電力が約７割を占めております｡ 地域省エネビジョンのプ
ロジェクトを実施し､ エネルギー需要量を少しでも減らしましょう｡

(資料：安芸高田市地域省エネルギービジョンより)
端数処理の関係上､ 100％になっておりません｡

安芸高田市地域 省エネルギービジョン基本理念 エネルギー需要量削減目標

地域省エネルギービジョンのプロジェクト
①環境家計簿の普及
環境家計簿とは､ みなさんの家庭で使用する電気・ガス・水道・ガソリン・灯油などの使用量や､ 普通
ごみの排出量を記録し､ ＣＯ２の量に換算することで､ みなさんの家庭 (生活) からどれだけＣＯ２が発生
しているかがわかるようになっています｡
※市民生活課にエコの森カレンダーを置いております｡ ふろくとして環境家計簿が付いておりますので､
興味のある方は市民生活課へお越しください｡

②打ち水デーの設定
暑くなった地面に水を打つことで､ 水が蒸発するときに周囲の熱を奪い､ 気温を低下させる効果があり
ます｡
③相乗りデー､ ノーマイカーデーの設定
通勤時の相乗りや､ お太助ワゴン､ 路線バス等を利用し､ 自動車の利用をできるだけ控えます｡
④生活見直しデーの設定
今の暮らしの中での省エネルギーチェックをしてもらい､ 日常生活の家電の使い方やお風呂の使い方､
車の乗り方などをチェックすることにより､ 省エネルギーの意識を高めます｡

プロジェクト実施には､ 市民のみなさんのご協力が必要です｡
今後実施していくプロジェクトへのご参加をよろしくお願いいたします｡
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３. ３％
知恵と工夫でつくる省エネのまち安芸高田
～昔はどうしよったんじゃろう？～
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電
力
は
ご
み
を
排
出
し
な
が
ら
作
ら

れ
て
い
る

電
力
は
、
原
子
力
発
電
、
火
力
発
電

な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
火

力
発
電
は
、
石
炭
・
石
油
・
天
然
ガ
ス

な
ど
、
化
石
燃
料
を
燃
や
し
て
、
二
酸

化
炭
素
を
出
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
ま
す
。
そ
し
て
原
子
力
発
電
で
は
、

放
射
性
廃
棄
物
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の

事
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
意
識
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
二
酸
化
炭
素
や
、
放

射
性
廃
棄
物
と
い
う
ご
み
を
社
会
に
出

し
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
が
ら
、
私

達
の
電
力
は
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
の
震
災
で
関
東
を
中
心
に
し
て

日
本
全
体
が
、
そ
の
事
を
考
え
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
置
か
れ
ま
し
た
。
関
東

で
の
電
力
不
足
を
日
本
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
、
節
電
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
い
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
て
も
ら
い

た
い私

に
は
電
気
代
が
も
っ
と
高
く
て
も

よ
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ

ど
述
べ
た
よ
う
に
、
二
酸
化
炭
素
や
放

射
性
廃
棄
物
を
出
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
は
電
力
を
湯
水
の
よ
う
に

使
い
ま
す
。
電
力
を
当
た
り
前
に
あ
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

電
気
代
が
安
い
う
こ
と
も
、
無
駄
遣
い

の
原
因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

と
は
言
い
ま
し
て
も
、
電
気
代
を
高

く
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
者
へ
の
補
助
等
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
、
数
多
く
あ
り
ま

す
。
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
と
い
う
も
の

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

要
は
何
が
大
切
か
と
い
う
と
、
自
然

界
に
ご
み
を
排
出
し
て
ま
で
電
力
を
作
っ

て
い
る
―
、
石
油
、
石
炭
に
つ
い
て
も
、

石
油
は
あ
と
50
年
、
石
炭
は
あ
と
１
５

０
年
で
掘
り
つ
く
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
限
り
あ
る
資
源

を
食
い
つ
ぶ
し
な
が
ら
電
力
を
作
っ
て

い
る
―
、
そ
う
し
た
事
実
に
も
っ
と
目

を
向
け
、
電
力
を
大
切
に
思
う
こ
と
が

大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
の
消
費
電
力
を
抑
え
る
こ

と
が
大
事

節
電
で
最
も
重
要
な
事
は
、
ピ
ー
ク

時
の
消
費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。

13
時
か
ら
16
時
ま
で
の
電
力
消
費
が
多

い
と
、
そ
の
時
間
に
合
わ
せ
て
発
電
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
原
子
力
発
電

も
、
大
型
の
火
力
発
電
も
、
一
度
稼
働

さ
せ
る
と
微
調
整
は
出
来
ま
せ
ん
。
ピ
ー

ク
時
の
電
力
に
合
わ
せ
て
発
電
量
を
増

や
し
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
同
じ
量
を
発

電
し
続
け
る
事
に
な
る
た
め
、
夜
の
電

力
が
余
っ
て
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
現
象
が
お
き
ま
す
。
い
か
に
ピ
ー

ク
時
の
電
力
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る

か
。
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
し
、
一
人
一
人
に
取
り
組
ん
で

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
節
電
に
対
応
し
や
す
い

安
芸
高
田
市
省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

で
も
重
視
し
た
の
で
す
が
、
昔
の
生
活

を
見
直
す
こ
と
も
大
事
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
昔
は
エ
ア
コ
ン
が
な
く
て

も
過
ご
せ
ま
し
た
、
そ
こ
に
注
目
す
べ

き
で
す
。

た
だ
現
在
は
、
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
事

を
前
提
と
し
て
建
物
が
設
計
さ
れ
て
い

る
部
分
も
あ
る
た
め
、
昔
な
が
ら
の
生

活
を
全
て
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
節
電
を
上
手
に
行
う
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
幸
い
安

芸
高
田
市
に
は
日
本
家
屋
の
割
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
日
本
家
屋
は
風
通
し
も

よ
く
、
省
エ
ネ
を
し
な
が
ら
生
活
す
る

に
は
非
常
に
良
い
設
計
で
す
。
そ
う
し

た
意
味
で
は
、
安
芸
高
田
市
は
節
電
に

対
応
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

環
境
基
本
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
を

今
述
べ
た
省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
が
、

こ
れ
は
安
芸
高
田
市
環
境
基
本
計
画
の

中
の
一
部
で
す
。
環
境
基
本
計
画
と
は
、

環
境
の
保
全
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く

た
め
の
計
画
の
こ
と
で
す
。
節
電
か
ら

で
も
良
い
で
す
し
、
も
ち
ろ
ん
ご
み
問

題
か
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
環
境
に

つ
い
て
意
識
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
方

は
、
是
非
環
境
基
本
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
安
芸

高
田
市
の
環
境
を
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

広島大学大学院 総合科学研究科

早瀬 光司 教授

節
電
す
る
う
え
で

大
切
な
こ
と
は
？

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
や
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
関
わ
ら
れ
た
、
安
芸
高
田
市
環
境

審
議
会

早
瀬

光
司

委
員
長(

広
島
大
学
大
学
院

総
合
科
学
研
究
科

教
授)

に
聞
き
ま
し
た
。
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安芸高田市暴力団排除条例が
制定されました

平成23年10月１日施行

① 暴力団員等に対する利益の供
与等の禁止等
★ 禁止となる行為
● 暴力団の活動を助長する
こと
● 暴力団の活動に資する金
品その他財産上の利益を供
与すること
● 不当な利益を図り, 又は
第三者に損害を加える目的
で暴力団の威力を利用する
こと
● 事業者が暴力団の威力を
利用する目的で暴力団員等
を従事させること

② 暴力団の排除のために講ずべ
き措置等
★ 契約締結時に努める措置
● 契約時に暴力団の活動を
助長する疑いがあると認め
られるときは, 暴力団員等
でないことを確認すること
● 契約後に暴力団員等であ
ることが判明した場合に,
催告
さいこく

することなく契約解除
できる条項を定めること
● 暴力団員等と契約を締結
しない｡ 暴力団員等と判明
した場合は, 契約解除に努
めること

③ 祭礼からの暴力団排除
★ 禁止となる行為
● 祭礼, 花火大会, 興行等
の主催者等が, 行事に関し
暴力団を利用すること
● 運営に関与しようとする
者が, 暴力団員と知りなが
ら関与させること

● 露店を出そうとする者が,
暴力団員と知りながら露店
を出させること
※ 暴力団員が出店する露
店 (警察署への確認によ
る｡) は､ お断りします｡
※ 露店の出店にあたり､
事前に氏名及び屋号等を
お伺いすることがありま
す｡

三本柱の概要

【相談窓口】
安芸高田市総務部危機管理室 ℡0826-42-5625 (ダイヤルイン)
安芸高田警察署生活安全刑事課 ℡0826-42-0110

この条例は､ 暴力団が市民の生活及び事業者の事
業活動等に脅威を与えている現状にかんがみ､ 安芸
高田市からの暴力団の排除に関し､ 市及び市民等の
役割を明らかにし､ 暴力団の排除に関する基本的施
策､ ①暴力団員に対する利益の供与の禁止②暴力団
の排除のために講ずべき措置③祭礼からの暴力団の
排除等を定めることにより､ 暴力団の排除を推進し､

もって市民の安全で平穏な生活を確保､ 及び安芸高
田市における社会経済活動の健全な発展に寄与する
ことを目的としています｡
また､ 暴力団を① ｢利用しない｣ ② ｢恐れない｣
③ ｢金を出さない｣, この３つのスローガンを運動
の基本理念とし､ 市及び市民と一体となり暴力団排
除に取り組む姿勢を示すため制定しました｡

条例の目的
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安
芸
高
田
市
を
元
気
に
す
る
た
め
の

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
安
芸
高
田
市
を『
ふ
る
さ
と』

と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
か
ら
、

｢

ふ
る
さ
と
納
税｣

と
い
う
形
で
寄
附

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
が

取
り
組
む
施
策
を
ど
う
ぞ
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、
６
つ
の
事
業
の
中
か
ら
指
定
さ

れ
る
事
業
に
有
効
活
用
し
、｢

人

輝

く
・
安
芸
高
田｣

を
め
ざ
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
…
…

応
援
ま
た
は
貢
献
し
た
い
と
思
う
地

方
公
共
団
体

(

都
道
府
県
、
市
町
村)

に
寄
附
し
た
場
合
、
所
得
税
と
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
寄
附
は
出
身
地
に
限
ら
ず
全

都
道
府
県
、
市
町
村
か
ら
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
安
芸
高
田
市
を
応
援
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

｢

ふ
る
さ

と
納
税｣

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
で
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
税
の
み
の
課
税
の
方
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
申
告
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
控
除
金
額
や
申
告

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
ま
た
は
市
区
町
村
の
税
務
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
産
品
の
贈
呈

安
芸
高
田
市
へ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
を
１
万
円
以
上
さ
れ
た
寄
附
者
に
対

し
て
、
特
産
品
セ
ッ
ト
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。
今
ま
で
、
特
産
品
セ
ッ
ト
は
１

種
類
の
み
で
し
た
が
、
平
成
23
年
度
か

ら
７
種
類
に
増
や
し
、
お
好
き
な
特
産

品
セ
ッ
ト
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
安
芸
高
田
市
民
の
寄
附
者

に
も
特
産
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

詳
し
く
は
、
安
芸
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

寄
附
を
募
る
６
つ
の
事
業

安
芸
高
田
市
へ
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
次
の
６
つ
の
事
業
に
有
効
活

用
い
た
し
ま
す
。

１
、
人
が
輝
く

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業

２
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ふ

る
さ
と
づ
く
り
事
業

３
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
４
、
歴
史
と
文
化
の
香
り
高
い

ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業

５
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん
な

ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業

６
、
市
長
お
任
せ
事
業

寄
附
金
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

寄
附
金
の
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、｢

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
申
出
書

も
う
し

で
し
ょ｣

に
必
要
事
項
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
出
書

も
う
し

で
し
ょ

の
様
式
は
、
安
芸
高

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
行
政
経
営
課
へ

直
接
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

行
政
経
営
課

 

４
２－

５
６
２
３
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まちづくり委員会の
新しい委員が決まりました

まちづくり支援課  42-5617

まちづくり委員会は今年､ 委員改選の年にあた
ります｡ 各町地域振興連合組織から推薦された委
員により､ ７月４日に第1回目の委員会が開催さ
れ､ これから２年間､ まちづくりについて､ 様々
な角度から議論と提言などが行われます｡ 昨年度
も ｢障がい者援助｣ や ｢観光｣ などについて協議
検討し､ 市や地域に対して提言を行っています｡

まちづくり委員会委員
○吉田町地域振興会連絡協議会
井上直之・川角一郎・井上正樹・広下智文・
新崎妙子
○八千代町振興会連絡協議会
藤田智司・下村歳幸・松田幸男・中原久子・
久保野哲也
○美土里町地域運営協議会連合会
平川正治・三上タエ子・津田照美・佐々木忠則・
藤井敏法
○高宮町地域振興会連絡協議会
辻駒健二・平野弘則・京極卓士・岡田千里・
竹川信明
○甲田町地域振興連合会
宮迫雅己・下田千鶴・寺地保・明木一悦・
大久保紀子
○向原町地域振興会連絡協議会
是貞一義・塚田勝吉・岡本紘輔・西本スミエ・
重見和美

無料相談所を開設し活動しています!!
～行政相談委員を紹介します～

総務課  42-5611

市内には６名の行政相談委員がいます｡
行政相談委員は､ 国などの仕事や手続きのこと
で､ ｢納得がいかない｣ ｢どうしていいか分からな
い｣ ｢こうしてもらいたい｣ など､ 困っているこ
とを行政運営に反映させるため相談所を開設し活
動しています｡

それぞれの町で無料相談を行っています｡
どの会場におこしいただいてもかまいません｡
秘密は厳守いたします｡
お気軽にご相談ください

○安芸高田市の行政相談委員
中田 俊三 (吉田町)
山本 孝治 (八千代町)
西村 隆司 (美土里町)
田中 房人 (高宮町)
大前貴美子 (甲田町)
奥田 秀生 (向原町)

委員への連絡先等については､ 中国四国管区行
政評価局行政相談課 ( 082-228-6173) へおたず
ねください｡

平成23年度の
結婚コーディネーターを紹介します

市民生活課  42-1126

結婚を希望される方はご連絡ください｡

安芸高田市結婚コーディネーター

●随時募集します
結婚コーディネーターは随時募集しています｡
希望される方は､ 市民生活課までお問い合わせく
ださい｡

氏 名 住 所 電話番号
青崎 凌子 安芸高田市吉田町 42－0417
内山 美穂 安芸高田市吉田町 43－0031
大山美重子 安芸高田市吉田町 42－3588
佐藤 潤一 安芸高田市吉田町 080－5614－6121
田岡 幸子 安芸高田市八千代町 52－3404
土居サヨ子 安芸高田市八千代町 52－3223
佐々木高美 安芸高田市美土里町 55－0630
大前貴美子 安芸高田市甲田町 45－2014
住吉 眞一 安芸高田市甲田町 45－4122
孫 長娜 安芸高田市甲田町 090－7545－5251
谷川 正留 安芸高田市甲田町 45－2517
玉井 直子 安芸高田市甲田町 45－4441
長井 信隆 安芸高田市甲田町 45‐5341
吉田 修 安芸高田市甲田町 45－4068
和田 一雄 安芸高田市甲田町 45－4197
河野 和夫 安芸高田市向原町 46－3135
 林美佐子 安芸高田市向原町 46－3766
清貞 光儀 安芸高田市向原町 46－2732
平田久仁子 安芸高田市高宮町 57－0353
赤崎公美子 広島市安佐北区白木町 082－828－0037
佐々木 愛 広島市安佐北区亀山 080－5236－1180
李 福姫 広島市中区西川口町 080－3876－0689
松原 敬妹 三次市十日市東 0824－62－5480
田中 昇 島根県江津市嘉久市町 0855－52－5547
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安
芸
高
田
市
７
月
人
権
啓
発
強
調
月
間
に
、

｢

と
も
に
生
き
る
命
の
大
切
さ｣

｢

人
へ
の
思

い
や
り
や
、
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
標
語｣

を
テ
ー
マ
に
、
人
権
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
小
学
生
の
部
１
、
３
９
５
点
、
中
学
生

の
部
７
３
７
点
、
一
般
の
部
１
５
７
点
の
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
入

選
し
た
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
小
学
生
の
部

一
人
じ
ゃ
な
い

み
ん
な
が
い
る
か
ら

が

ん
ば
れ
る

正
田

帆
夏(

郷
野
小
２
年)

や
さ
し
さ
は

人
の
心
を

つ
な
ぐ
糸

中
川

諒
大(

根
野
小
４
年)

わ
た
し
す
き

こ
の
名
と

こ
の
顔

こ
の

命

平
野

菜
々
子(

向
原
小
４
年)

思
い
や
り

み
ん
な
が
も
て
ば

優
し
い
社

会

岩
崎

優
作(

吉
田
小
５
年)

見
直
そ
う

自
分
の
た
い
ど
や

言
葉
使
い

貞
国

安
佳
里(

美
土
里
小
５
年)

見
か
け
た
ら

大
き
な
声
で

｢

や
め
ん
さ

い｣

玉
本

悠
真(

可
愛
小
５
年)

つ
く
ろ
う
よ

誰
も
が
笑
顔
に

な
れ
る
町

新
川

夏
鈴(

刈
田
小
６
年)

け
ん
か
し
て

｢

ご
め
ん｣

の
一
言

大
き

な
進
歩

出
張

雄
都(

来
原
小
６
年)

い
じ
め
ゼ
ロ

命
を
救
う

あ
い
言
葉

本
多

楓
夏(

小
田
東
小
６
年)

か
げ
で
言
う

そ
の
一
言
が

き
ず
つ
け
る

上
本

京
佳(

川
根
小
６
年)

●
中
学
生
の
部

見
て
見
ぬ
ふ
り

ゆ
る
す
な
い
じ
め

な
く

そ
う
よ

堰
樂

藍
加(
吉
田
中
１
年)

声
を
か
け

広
げ
る
笑
顔
と

仲
間
の
輪

久
保

和
支(

吉
田
中
１
年)

共
に
生
き

相
手
を
想
い

さ
さ
え
あ
う

水
谷

麻
衣
子(

八
千
代
中
２
年)

気
づ
こ
う
よ

そ
れ
ぞ
れ
違
う

す
て
き
な

個
性

辰
己

翔
一(

甲
田
中
２
年)

個
々
の
良
さ

｢

分
か
る｣

｢

み
と
め
る｣

｢

大
切
に
す
る｣大

原

知
也(

向
原
中
２
年)

な
ん
し
ょ
ん
や

い
か
り
を
も
と
う

い
じ

め
に
は

曽
根

勇
人(

吉
田
中
３
年)

か
け
が
え
の
な
い

あ
な
た
の
居
場
所
は

永
久
欠
番

石
原

亜
衣(

吉
田
中
３
年)

守
ろ
う
よ

自
分
で
あ
る
こ
と

生
き
る
こ

と

下
田

貴
志(

美
土
里
中
３
年)

ど
う
し
た
ん
？

い
つ
で
も
相
談

の
る
け

え
ね

伊
藤

朋
香(

高
宮
中
３
年)

気
を
つ
け
て

ふ
と
出
た
言
葉
の

重
い
意

味

沖
本

大
和(

向
原
中
３
年)

●
一
般
の
部

一
人
じ
ゃ
あ
な
い

私
は
あ
な
た
の

応
援

団

古
玉

哲
弘(

清
風
会)

や
さ
し
さ
と

笑
顔
が
満
ち
る

安
芸
高
田

下
小
城

和
浩(

甲
田
町)

未
来
あ
る

伸
び
ゆ
く
子
供
に

あ
な
た
の

笑
顔

津
田

悦
子(

美
土
里
町)

差
別
の
根

絶
や
し
て
明
る
い

ま
ち
づ
く

り

三
田

輝
代(

清
風
会)

考
え
よ
う

自
分
の
行
動

他
人
の
気
持
ち

松
尾

京
子(

百
楽
荘)

平
成
23
年
度
人
権
標
語
優
秀
作
品
入
選
者

株
式
会
社
中
国
ク
ボ
タ
の
吉
田
統
合

拠
点
施
設
が
吉
田
町
川
本

(

元
愛
郷
中

学
校
跡
地)

に
完
成
し
、
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
吉
田
統
合
拠
点
施
設
は
、

約
９
、
４
０
０
㎡
の
敷
地
に
吉
田
事
務

所
、
営
業
所
、
物
流
施
設
、
整
備
工
場

等
が
連
な
り
、
今
後
こ
の
吉
田
統
合
拠

点
施
設
を
中
心
に
中
国
５
県
を
カ
バ
ー

し
た
事
業
展
開
が
図
ら
れ
ま
す
。

竣
工
式
が
行
わ
れ
た
７
月
６
日(

水)

に
は
、
中
国
ク
ボ
タ
関
係
者
や
市
長
、

市
議
会
議
長
、
地
元
住
民
の
方
な
ど
多

く
の
方
が
出
席
さ
れ
、
吉
田
統
合
拠
点

施
設
の
完
成
を
祝
し
ま
し
た
。

企
業
の
経
済

活
動
が
国
内
か

ら
国
外
へ
と
次

第
に
シ
フ
ト
し

つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
芸
高

田
市
の
雇
用
情

勢
も
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
と

し
て
も
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
、
企
業
へ
安
芸
高
田
市

へ
の
進
出
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
吉
田
統
合
拠
点
施
設
の
完
成

は
、
安
芸
高
田
市
と
し
て
も
新
し
い
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

市
民
の
方
の
生
活
の
安
定
に
結
び
つ
き

ま
す
。

こ
の
吉
田
統
合
拠
点
施
設
は
、
今
後

地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
と
も
に
、

安
芸
高
田
市
の
経
済
発
展
に
大
き
く
ご

貢
献
い
た
だ
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
企
業
進
出
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
誘
致
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社
中
国
ク
ボ
タ
吉
田
統
合
拠
点
施
設

の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市企画振興部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

旭日単光章

小丸
こ まる

明義
あきよし

(74) さん
元 安芸高田市農業委員会 会長

昭和28年より酪農業に従事され､
平成２年から高宮町農業委員会委
員に､ また､ 平成５年からは高宮

町農業委員会 会長に選任され､ 10年７カ月の長きに
わたって会長を務められました｡ 平成16年３月１日か
らは安芸高田市農業委員会委員､ 平成16年９月１日か
らは安芸高田市農業委員会 会長に選任され､ 先見性
と卓越した見識による強いリーダーシップをもって､
耕作放棄地の解消や地域農業の後継者づくり等､ 安芸
高田市農業の発展に寄与されました｡

瑞宝単光章

田川
た がわ

清
きよし

(85) さん
元 美土里町消防団分団長

昭和22年､ 当時の横田村消防団
に入団以来､ 昭和57年まで､ 35年
の長きにわたり､ 消防人として職

務に尽力されました｡ 昭和33年に美土里町消防団班長､
昭和35年に美土里町消防団分団長に任命され､ 以降､
分団長として率先して訓練に取り組み､ 非常時のため
の訓練の重要さを団員に浸透させることに力を注がれ
ました｡ 常に団員の指導的立場にあり､ その確固たる
信念により災害活動から防火啓発など､ 消防団の士気
高揚に貢献されました｡

瑞宝双光章

吉中
よしなか

隆行
たかゆき

(61) さん
元 ２等陸尉

昭和43年､ 第17普通科連隊重迫
撃砲中隊に入隊されて以降､ 山口､
善通寺(香川)､ 海田(広島)､ 帯広

(北海道)の普通科連隊で活動され､ 36年の長きにわた
り､ 国民の安全と財産を守るために尽力されました｡
重迫撃砲小隊長に任命されてからは､ 若手の教育と訓
練にも力を入れられ､ 迫撃砲の競技会で小隊が優勝す
るなど､ 輝かしい実績を残されました｡ また､ 災害発
生時には､ 進んで行方不明者の捜索や復旧作業等を行
い､ 一日も早い復興のために貢献されました｡

瑞宝単光章

赤川
あかがわ

吉韶
よしつぐ

(72) さん
元 県警部

昭和34年､ 埼玉県警察官を拝命
されて以降､ 12年間勤務されまし
た｡ 昭和46年､ 広島県警察官を拝

命されてからは､ 呉警察署､ 福山東警察署､ 東広島警
察署等で勤務され､ 詐欺等を取り締まる知能犯係､ 暴
力団を取り締まる暴力犯係､ 窃盗を取り締まる盗犯係
等､ 主に刑事警察として県民の安全のために尽力され
てきました｡ 数々の事件で最前線に立って活動され､
刑事警察功労で多数表彰されるなど､ 永年の間､ 犯罪
の取り締まりに力を注がれました｡

                          

６月15日付で､ 公平委員会委員として､ 門出浩一さん(八千代町)が引き続き選任されました｡

            

川根小学校の生徒た
ちが､ ６月26日(日)､
広島市中小企業会館で
行われた､ 第46回交通
安全こども自転車広島
県大会・団体で準優勝
しました｡

出場選手

岡田
おか だ

昂太
こう た

さん､ 森瀧
もりたき

瑞希
みず き

さん､ 山 
やまさき

怜菜
れ な

さん､ 上本
うえもと

京佳
きょう か

さん､ 辻本
つじもと

結愛
ゆ まな

さん
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運
転
免
許
を
返
納
す
る
勇
気
を

広
島
県
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は

年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
者
に
よ
る
事
故
発
生
率
は
、
平
成
18

年
を
基
準
に
し
て
平
成
22
年
は
、
４
・

７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市

の
高
齢
化
率
は
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

平
成
22
年
は
33
％(

広
島
県
23
％)

で
、

広
島
県
下
で
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま

す
。
今
後
、
安
芸
高
田
市
は
、
更
な
る

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
高
齢
者
が
関

係
す
る
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
抜
本
的
な
対
策
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

加
齢
等
に
伴
う
身
体
機
能
や
認
知
機

能
の
低
下
に
よ
り
、
運
転
に
不
安
を
感

じ
る
高
齢
者
や
事
故
を
心
配
す
る
家
族

や
周
辺
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
私
も
運
転
免
許
自
主
返
納
に

つ
い
て
は
多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら
、

い
つ
の
ま
に
か
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越

え
た
・
道
路
標
識
が
見
づ
ら
い
・
路
側

帯
に
乗
り
上
げ
た
等
の
運
転
に
対
す
る

不
安
や
、
返
納
後
の
買
い
物
・
通
院
の

不
安
や
身
分
証
明
が
出
来
な
く
な
る
等

の
ご
意
見
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
10
年
の
道
路
交
通
法
改
定
に
よ

り
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
の
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
目
に

見
え
て
返
納
者
が
増
え
た
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
制
度
が
導
入
さ
れ
て
も
、

返
納
後
の
生
活
の
利
便
性
を
保
証
し
な

け
れ
ば
、
自
主
返
納
を
促
進
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
平
成
22
年
10
月

か
ら
市
内
全
域
に
お
い
て
、
新
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム(

お
太
助
ワ
ゴ
ン)

を
運

行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
を
原
則
と
し
、
家
族
の
人
・
近
所

の
人
に
頼
ら
な
く
て
も
玄
関
か
ら
目
的

地
ま
で
自
由
に
移
動
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ

と
も
あ
り
、
安
芸
高
田
警
察
管
内
で
は

平
成
22
年
度
末
ま
で
に
、
14
名
の
運
転

免
許
の
自
主
返
納
者
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
平
成
23
年
度
は
６
月
末
ま
で
に
25

名
の
方
が
自
主
返
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
高
齢
者
に
よ
る
返
納
率
は
他
の

管
内
に
比
べ
て
非
常
に
高
く
、
こ
の
取

組
み
に
よ
り
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

発
生
件
数
は
、
今
後
減
少
す
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は｢

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り｣

の
一
環
と
し
て
、
平
成

23
年
度
か
ら
免
許
返
納
者
に
対
し
て
、

お
太
助
ワ
ゴ
ン
の
回
数
券
等
、
新
た
な

交
通
手
段
の
一
定
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
現
行
制
度
の
更
な
る
充
実

を
は
か
る
と
と
も
に
、
免
許
証
に
代
わ

る
公
的
身
分
証
明
書
の
無
料
交
付
・
公

共
施
設
の
割
引
・
民
間
事
業
者
の
協
力

等
の
特
典
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
皆
さ
ん
、
自
分
自
身
の｢

安
全
・

安
心｣

の
た
め
に
も
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
に
つ
い
て
ご
検
討
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

    

  

   

ワイド版

１
年
間
の
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
両
方
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
て
次

表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
が

｢

高
額
介
護
合
算
療

養
費｣

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
合
算
す
る
期
間

(

計
算
期
間)

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日

ま
で

●
合
算
で
き
る
範
囲

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
加
入
者
に
係
る
自
己
負
担
額

※
但
し
、
高
額
療
養
費
等
の
支
給
該
当

額
を
除
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き

計
算
期
間
中
に
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
両
方
で
異
動
が
な
く
、
支
給
の
対

象
と
な
る
方
に
は
、
広
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
安
芸
高
田
市
保
健
医
療
課
ま

た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
か
の
保
険
で
異
動
の
あ
っ
た

方
な
ど
に
は
、
申
請
案
内
を
送
付
で
き

ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
領
収
書
等
で

支
給
対
象
と
な
る
か
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
安
芸
高
田
市
保
健
医
療
課
ま
た
は

各
支
所
総
合
窓
口
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
は
、
毎
年

７
月
31
日
現
在
の
医
療
保
険
を
適
用

し
ま
す
。

※
算
定
し
た
支
給
額
は
、
医
療
保
険
と

介
護
保
険
で
按
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
険
か
ら
被
保
険
者
に
支
給
し
ま
す
。

※
支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
医
療
保
険
又
は
介
護
保
険
の
ど
ち
ら

か
の
自
己
負
担
額
の
合
算
額
が
０
円

の
場
合
。

・
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

｢

高
額
介
護
合
算
療
養

費(
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度)｣

の
申

請
受
付
に
つ
い
て

保
健
医
療
課

 

４
２－

５
６
１
９

市

民

税

非
課
税
世
帯

市
民
税

課
税
世
帯

区

分
低
所
得
者
Ⅰ

低
所
得
者
Ⅱ

一

般

現
役
並
み

所
得
者

19
万
円

31
万
円

56
万
円

67
万
円

自
己
負
担
限
度
額

(

年
額
・
世
帯
単
位)

後
期
高
齢
者
医
療
＋

介
護
保
険
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美しき歌声が響く
第３回あきたかた市民合唱祭

７月３日(日)､ 高宮田園パラッツォで開催
されました｡ あきたかた市民合唱祭実行委員
会主催の合唱祭では､ 市内の10団体約200名
が出演し､ 各団体２～４曲ずつを歌いました｡
吹奏楽団の安芸高田ウインドアンサンブルの
パフォーマンスもあり､ 会場は大いに盛り上
がりました｡ フィナーレでは､ 安芸高田ウイ
ンドアンサンブルの演奏で､ 出演者､ 会場も
含め全員で ｢翼をください｣ を合唱し､ 美し
い歌声でホールを包みました｡

子どもたちに喜んでもらえればうれしい
今年も ｢住宅デー｣ で地域に奉仕
県建設労働組合高田支部では､ 毎年 ｢住宅デー｣
を定め､ 地域のみなさんに建設業の仕事や技術への
理解を深める活動をされています｡
今年は､ ６月26日(日)にボランティアで､ 可愛小
学校・郷野小学校・可愛保育園・入江保育園の４箇
所で､ 雨どいの修理や､ 新しい桟敷を作るなどの作
業をされました｡ 壊れて困っていたところを“さす
が職人技”という手際の良さで､ どんどん修理され
ていました｡ 翌日､ きれいに修理された箇所を見た
子どもたちは､ さぞビックリしたことでしょう｡

家族の皆さんも 反対車線では待たないで
吉田小学校 バス通学交通安全教室
７月13日(水)吉田小学校で､ バスで通学する44名の

児童を対象に開催されました｡ 児童たちは､ 津
つ

々
づ

羅
ら

線
せん

バスを運行するニコニコタクシーの乗務員から､ ｢バ

スが止まるまで立ち歩かない｣ などの乗車中に守るこ

とを教えてもらった後､ 車内での急ブレーキの衝撃体

験や､ 降車後に交通事故に遭いやすい道路横断の危険

性について学びました｡ 児童たちは ｢何があってもバ

スが通り過ぎるまで絶対に道路を横切らない｣ ことを､

乗務員や学校の先生たちと約束し合いました｡

かっこいいけど､ 難しい｡
小学生BMX教室開催

オリンピックの正式種目､ BMX｡ 急な坂､ 大き
なジャンプ台など難しいコースを自転車で走り､ 順
位を競う競技です｡ ７月10日(日)広島県BMX協会
の指導者・トップ選手の指導で小学生を対象とした
教室が開かれ､ 市内から39人の参加がありました｡
トップ選手はカッコよく､ すごいスピードで走り
抜けますが､ 実際に体験するとかなり大変｡ 度胸よ
く思い切って走らないと､ 坂が越えらず危険｡ 難し
いから真剣に､ 集中して､ 自転車をコントロールす
るのが､ おもしろくなっているようでした｡
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うちの地域に民泊したチーム！負けるな！
第８回安芸高田市ハンドボールカップ開催

６月18・19日､ 湧永満之記念体育館と吉田運動公園を
会場に中・四国の各県を代表するハンドボールチーム男
女４チームずつが集まり､ 激しい試合が行われました｡
この大会の特徴は､ ハンドボールの試合と同じくらい
地域との交流を大切にしていることにあります｡ 選手が
甲田町の各家庭に分かれて､ 民泊を行います｡ 大会後も
手紙などで長く交流が続くこともあり､ きっと､ 選手た
ちにも､ 楽しい想い出となることでしょう｡

幻想的な光に囲まれて
ほたる祭り

６月18日(土)､ 川根ほたる祭りがエコミュー
ジアム川根で､ 保垣ほたる・かじか祭りが保
垣生活改善センター付近で行われました｡
当日は､ 安芸高田市内外からホタルの幻想
的な光を求めて､ たくさんの人が会場を訪れ
ました｡ 訪れた人々は､ ホタルだけでなくバ
ザーやステージ発表等､ 初夏を彩る祭りの雰
囲気も満喫されたようです｡ ほのかなホタル
の光を見つめながら､ 感動のまなざしを向け
ていました｡

みつめよう“いのち”の大切さ
第７回安芸高田市人権フェスティバル

７月２日(土)クリスタル・アージョに､ 約
900名のお客さんが集まりました｡ 計2,289点
の中から選ばれた､ 25点の人権標語優秀作品
表彰､ 女優・小山明子さんによる ｢介護を通
じて学んだこと､ 見えてきたこと～共に支え､
共に生きる～｣ 講演､ 映画 ｢きな子～見習い
警察犬の物語～｣ 上映など､ いのちの大切さ
をしっかり見つめる日になりました｡ 認め合
うこと､ 支え合うこと｡ それが､ 人と人との
結びつきを強めるのかもしれません｡
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あ
き
た
か
た
消
防
防
災
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
開
催
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
、
消
防
・
防
災
に
関
連

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
23
年
10
月
２
日

(

日)

11
時
〜
15
時

■
会
場

安
芸
高
田
市
吉
田
運
動
公
園
周
辺

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
学
習
コ
ー
ナ
ー

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
競
技
コ
ー
ナ
ー

・
展
示
・
撮
影
コ
ー
ナ
ー

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

・
ス
テ
ー
ジ
行
事

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
見
学
や
地
震
体
験

が
で
き
る
起
震
車
も

展
示
予
定
で
す
。

当
日
は
、
市
役
所

駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
ま
で

お
盆
時
期
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

お
盆
に
は
、
お
墓

や
仏
壇
で
線
香
や
ろ

う
そ
く
な
ど
、
火
を

使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。

過
去
に
は
、
盆
灯

篭
に
つ
け
た
火
か
ら
も
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
盆
灯
篭
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
と
固
定
し
、
帰
る
と
き
に
は
つ
け

た
火
を
確
実
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
墓
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ
な
ど
は
燃
や

さ
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

■
仏
壇
か
ら
離
れ
る
時
は
ろ
う
そ
く
な

ど
の
火
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
!!

電
化
製
品
の
普
及
に
伴
い
、
た
こ
足

配
線
が
増
え
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
に
は
電
流
の
流
れ
る
量
が
定
め
て

あ
り
ま
す
が
、
た
こ
足
配
線
を
す
る
と
、

定
め
ら
れ
た
以
上
の
電
流
が
流
れ
る
こ

と
で
発
熱
し
、
最
終
的
に
は
発
火
し
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期
間
差
し

込
み
プ
ラ
グ
を
入
れ
て
い
た
た
め
、
コ

ン
セ
ン
ト
と
差
し
込
み
プ
ラ
グ
と
の
隙

間
に
ほ
こ
り
が
溜
ま
り
、
そ
れ
が
水
分

を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
通
電
状
態
と
な

り
、
発
火
し
火
災
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

た
こ
足
配
線
は
や

め
て
、
コ
ン
セ
ン
ト

や
差
し
込
み
プ
ラ
グ

の
掃
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。消

防
設
備
士
講
習
の
お
知
ら
せ

消
防
設
備
士
は
、
消
防
用
設
備
等
又

は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整
備

に
関
す
る
新
し
い
知
識
、
技
能
の
習
得

の
た
め
、
免
状
交
付
を
受
け
た
後
２
年

以
内
、
そ
の
後
は
５
年
以
内
毎
に
都
道

府
県
知
事
が
行
う
講
習
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

７
月
20
日(

水)

〜
８
月
31
日(

水)

■
受
付
場
所

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
ま
た
は

(

財)

広
島
県
消
防
設
備
管
理
協
会

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
ま
で

新
・
救
急
救
命
士
誕
生

平
成
22
年
９
月
か
ら
広
島
市
の
救
急

救
命
士
養
成
所
へ
約
半
年
間
入
所
し
、

平
成
23
年
３
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
34

回
救
急
救
命
士
国
家
試
験
に
合
格
し
た

小
笠
原
晃
之
消
防
士
長
が
病
院
研
修
を

終
え
て
、
救
急
救
命
士
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
の

救
急
救
命
士
は
19
名
に
な
り
ま
す
。

0件

108件

2件

0件

火 災

救 急

救 助

そ の 他

６月

(24件)

(678件)

(9件)

(14件)

小笠原晃之救急救命士
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タバコの煙から赤ちゃんをまもろう！

タバコの煙には､ 約4,000種類の化学物質がありこの中

にはダイオキシンなど約200種類もの有害物質､ 約60種

類の発癌物質が含まれています｡ 今回は妊娠中から出産

後の赤ちゃんに対する影響と赤ちゃんをタバコから守る

方法について､ お知らせします｡

★妊婦さんがタバコを吸うと……

・タバコの煙に含まれるニコチンは､ 胎盤への血流量

を減らすため､ 胎児に運ばれる酸素や栄養を少なく

する｡

・一酸化炭素は､ 血液中の酸素を運ぶ役割のヘモグロ

ビンと結合しやすく､ 胎児に酸素不足が発生する｡

・次のような胎児への発育障害・胎盤トラブルが増え

る｡

(流産・早産・前置胎盤・胎児奇形・胎児死亡・新

生児死亡・低出生体重児 など)

★母乳へも影響が……

・授乳中のお母さんがタバコを吸うと､ 母乳分泌ホル

モンが低下し､ 母乳量が減る｡

・ニコチンが母乳内で濃縮され､ その母乳を飲む赤ちゃ

んにニコチンによる症状が出る

(不眠・嘔吐・下痢・頻脈など)

★赤ちゃんの受動喫煙 (注１) による影響……屋外でも

換気扇の下でも悪影響をもたらします！
(注１) タバコを吸っている人の周囲の人がタバコの煙を吸わ

されること

・ぜんそく様気管支炎や肺炎・慢性浸出性中耳炎など

にかかりやすくなる｡

・風をひきやすく､ 治り難くなる｡

・SIDS (乳幼児突然死症候群) の原因になることが

ある｡

赤ちゃんをタバコから守る三原則

１. 赤ちゃんのいる部屋では吸わない

２. 吸殻､ 灰皿は片付ける

３. タバコを赤ちゃんの手の届く範囲におかない

月日・受付時間 会 場 相談内容 お 知 ら せ

８月２日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成23年４
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成21年２
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

８月３日(水)
10:00～11:30

(向原)
公民館礼法室

８月５日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

８月９日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

８月23日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

８月24日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
８月10日(水)
10:00～15:00

(八千代)
人権福祉センター 心理相談員 要予約 (予約先：保健

医療課 42‐5633)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

※心の発達や言葉､ 子育てについて相談に応じます｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子でク
ッキング～
８月17日(水)
10:00～13:30

１歳
７か月児～

とその家
族

(吉田)
クリスタル
アージョ
１階
調理室

８月10日～

８月16日

★親子で一緒に料理に
チャレンジしてみよ
う！
★持参物：エプロン
(親子とも)・タオル
★参加費：一家族 300
円

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

８月19日(金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳６か
月児とそ
の家族

(吉田)
中央保健
センター
３階

８月12日～

８月18日

★お口の発達にあった
離乳食をすすめよう！
・離乳食の実演と試食
・お口のケアについて
の話
★持参物：お茶・タオ
ル

【乳幼児健康教室】

                 

【対 象 者】妊婦さん (状態が安定している方) と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です｡ 託児希望がある場合

は､ 予約時にご相談ください｡
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので､ 動きやすい服
装でおいでください｡
※３回シリーズですが､ いつからでも参加できます｡ 次回は９
月27日 (火) ≪赤ちゃんのお世話～沐浴・抱き方・おむつ替
えにチャレンジ～と骨盤ケアエクササイズ≫を予定していま
す｡
※予約先：保健医療課  ４２－５６３３

日 時 場 所 内 容 担当

８月30日 (火)
( 9:30～

11:30)

中央保健
センター
３階

第２回
｢輝くママになろう♪｣
★妊娠期・授乳期ママの
栄養ミニ講座♪
★妊娠中のデンタルケア
と赤ちゃんのお口の話
♪
★妊娠中から始めるエク
ササイズで骨盤ケア♪

栄養士

歯 科
衛生士

助産師

保健師

※参加希望の方は､ 保健医療課 ( 42‐5633) へお申込くだ
さい｡
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子育て支援センター

【プレイルーム】
クリスタルアージョ１階にあるプレ

イルームは､ 子育て中の親子が集い交流しあえる場所です｡
３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい｡ おしゃべりをして､
ホッと一息しませんか｡
■移 転 先 クリスタルアージョ１階 エレベーター正面
■利用時間 月曜日～金曜日 ８：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物 水分補給の飲み物､ 汗拭きタオル､ 着替え等
■実際の活動時間は45分程度ですが､ 人数により時間延長
する場合がありますのでご了承ください｡
■＊対象年齢ではない､ ごきょうだいを連れてこられても
大丈夫です｡
■ご予約は必要ありません｡
問 子育て支援センター ( 47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは､ 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています｡ お子様と一緒にお気軽においでくださ
い｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15
問子育て支援センター ( 47-1283)

と き と こ ろ 内 容
８月９日 (火)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

中央保健センター ２階
健康増進室
(吉田町)

親子体操
＊対象年齢
０歳～１歳

８月23日 (火)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

中央保健センター ２階
健康増進室
(吉田町)

親子体操
＊対象年齢
２歳～４歳

月日･受付時間 対 象 会 場

８月４日 (木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・Ｈ20年２月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

８月11日 (木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・Ｈ22年１月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

８月18日 (木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・Ｈ22年10月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
●持参するもの お茶・タオル・着替え

◆下記の保育園は､ 随時園庭開放を行っております｡ 行事の
都合がありますので､ 保育園にお問い合わせください｡
刈田保育園  ５２－２０９９
八千代南保育園  ５２－３０４８
可愛保育園  ４３－１７７６

日 時 保育所・幼稚園名 内 容

８月１日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

８月２日 (火)
9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

８月３日 (水)
9：30～11：00 ふなさ保育園 プール・水遊び

８月８日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 おもいっきり水遊び

８月９日 (火)
9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

８月10日 (水)
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

８月11日 (木)
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

８月11日 (木)
9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

８月12日 (金)
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

８月18日 (木)
9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

８月18日 (木)
9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

８月19日 (金)
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

８月22日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

８月23日 (火)
10：00～11：30 小原保育所 お店やさんごっこ

８月25日 (木)
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

８月29日 (月)
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

８月31日 (水)
9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡

７月10日(日)に八千代湖畔BMXコースで行われた､
小学生BMX体験教室での一コマ
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健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

今月の一品は､
       
     です｡

ゴーヤは独特の苦味があり､
沖縄を代表する野菜で最近で

は健康に良い食べ物として知られています｡
独特の苦味は ｢モモルデシン｣ という成分で､ 胃腸を刺

激し消化液を分泌させ食欲をアップさせる働きがあります｡
さらに､ ゴーヤにはビタミンＣや食物繊維・カリウムな

どたくさんの栄養成分が含まれ高血圧予防・美肌効果・抗
がん作用などあります｡
通常､ ビタミンは熱に弱く加熱調理をすると失われやす

いですが､ ゴーヤに含まれるビタミンは熱にも強く､ 加熱
調理しても､ ほとんど失われることがありません｡
ゴーヤの苦味と豆板醤

とうばんじゃん

の辛みで食欲が増す一品です｡ ぜ
ひ作ってみて下さい｡

女性特有のがん検診について

安芸高田市が実施するがん検診において､ 次の対象年齢の女性に対して､
子宮頸がん及び乳がんに関する検診手帳と､ 検診費用が無料となるがん検
診無料クーポン券を６月に送付しました｡
●受診方法など詳細については､ 対象年齢の方へお知らせしています｡
●平成23年４月20日を基準日とし､ この日に住民票がある方で次の年齢
の方に通知しています｡
●平成23年４月20日以降に転入された方は､ 無料クーポン券の交付申請
の手続きが必要となります｡

申請窓口：市役所保健医療課  42－5633
【子宮頸がん検診対象年齢】

【乳がん検診対象年齢】

＊有効期間の平成24年２月29日までに受診し､ 健康管理にお役立てくださ
い｡ なお､ この無料クーポン券は､ これから実施します､ 11月の ｢秋の
がん検診｣ でも利用できます｡
｢秋のがん検診｣ の申し込みは､ ８月の回覧でお知らせします｡

問保健医療課  ４２－５６３３

年齢 生 年 月 日
20歳 平成２(1990)年４月２日～平成３(1991)年４月１日
25歳 昭和60(1985)年４月２日～昭和61(1986)年４月１日
30歳 昭和55(1980)年４月２日～昭和56(1981)年４月１日
35歳 昭和50(1975)年４月２日～昭和51(1976)年４月１日
40歳 昭和45(1970)年４月２日～昭和46(1971)年４月１日

400ml献血
日・場
８月２日 (火)
９:30～11:15 八千代人権福祉センター
13:00～15:30 南条装備㈱八千代工場
８月８日 (月)
９:30～11:15 安芸高田市甲田支所

年齢 生 年 月 日
40歳 昭和45(1970)年４月２日～昭和46(1971)年４月１日
45歳 昭和40(1965)年４月２日～昭和41(1966)年４月１日
50歳 昭和35(1960)年４月２日～昭和36(1961)年４月１日
55歳 昭和30(1955)年４月２日～昭和31(1956)年４月１日
60歳 昭和25(1950)年４月２日～昭和26(1951)年４月１日

秋のがん検診のお知らせ

申し込み方法等の詳細については､ ８月の回覧
にてお知らせします｡

検診日 当日受付時間 検診会場

11月１日(火)
８時～10時 吉田運動公園

11月２日(水)

断酒会
広島断酒会ふたば会 中田克宣
 090-4802-1865
※詳しい内容はお問合せください｡

日 ８月１日 (月) 19：00～21：00
８月21日 (日) 13：30～15：30
８月29日 (月) 19：00～21：00

場 吉田人権会館ハートプラザよしだ
日 ８月５日 (金) 19：00～21：00
場 ふれあいプラザ向原

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課 栄養士にお問い合わせください｡ ( ４２－５６３３)

健康あきたかた21 推進協議会
食生活・歯の健康部会
保健医療課 栄養士

♪材料 (４人分) ♪
豚薄切り肉 200ｇ ごま油 大さじ１
ゴーヤ １本 豆板醤

とうばんじゃん

小さじ１
しょうが(すりおろし) 小さじ１ しょう油 小さじ２

…… ………
…………… ………
… ……

            

♪つくり方♪
①豚肉は４㎝幅に切る｡ ゴーヤは縦半分に切り
スプーンで種とわたを取り､ ５㎜の幅に切る｡

②フライパンにごま油を熱し①の豚肉を先に炒
め､ ゴーヤを入れ､ しんなりするまで炒める｡

③しょうが・豆板醤
とうばんじゃん

・しょう油を加え､ 汁気が
なくなるまで炒める｡
(ひとり分：エネルギー128kcal､ 塩分0.5g)

甲田町 深井ヤスコさんからの一品
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平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税(

保
険
税)
の

税
率
は
、
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。保

険
税
は
、
医
療
給
付
費
分
・
後

期
高
齢
者
支
援
金
分(

支
援
金
分)

・

介
護
納
付
金
分
を
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し

合
計
し
た
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。医

療
給
付
費
分
は
、
そ
の
年
度
に

予
想
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
病
院
な
ど

で
支
払
う
一
部
負
担
金
や
国
か
ら
の

負
担
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
残
り
の

額
を
も
と
に
算
定
し
ま
す
。

支
援
金
分
及
び
介
護
納
付
金
分
は
、

市
が
納
付
す
べ
き
額
か
ら
国
か
ら
の

負
担
金
な
ど
を
差
し
引
い
た
残
り
の

額
を
も
と
に
算
定
し
ま
す
。

本
年
度
も
前
年
同
様
、
医
療
給
付

費
分
・
支
援
金
分
・
介
護
納
付
金
分

と
も
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
が
、
地

方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
一
世
帯
あ

た
り
の
課
税
限
度
額
が
、
医
療
給
付

費
分
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
支
援

金
分
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護

納
付
金
分
10
万
円
か
ら
12
万
円
に
変

わ
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

 

４
２－

５
６
１
４

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

本
年
度
は
、
保
険
税
を
据
え
置
く

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
が
、
当
市
の

一
人
当
り
の
医
療
費
は
、
平
成
18
年

度
３
１
万
９
６
６
８
円
で
し
た
が
、

平
成
22
年
度
は
３
６
万
９
８
３
６
円

と
な
り
、
５
年
間
で
５
万
１
６
８
円

増
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
医
療
費
の
増
加
を
考
え
る

と
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
し

て
い
く
上
で
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め

に.

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
心

が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
健
康
管

理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

●
重
複
受
診
や
転
医
を
控
え
ま
し
ょ

う
●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し

ま
し
ょ
う

●
休
日
・
時
間
外
受
診
は
な
る
べ
く

さ
け
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健
医
療

課

(

 

４
２－

５
６
１
９)

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

平成23年４月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 25,737 23,873 7

退職本人 26,713 27,347 15

退職扶養 46,797 21,537 3

全被保険者 28,397 24,025 6

(※県内順位・・県内23市町で１人当たり費用額が高い順)

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
た
ば
こ
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

禁
煙
に
努
め
よ
う
！

分
煙
を
進
め
よ
う
！

で
す
。

こ
の
度
は
、
安
芸
高
田
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
男
性
Ｔ
さ
ん
の

｢

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ｣

に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

３
度
目
の
挑
戦
で
、
よ
う
や
く
禁
煙
が
実
現
で
き
た
の
が
10
年
前

の
こ
と
。
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
い
始
め
た
の
は
大
学
時
代
の
時
で
す
。
何
の
迷
い
も
な
く
自
然
に
吸
い
始

め
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
約
20
年
、
１
日
平
均
40
本
を
吸
い
続
け
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
結
婚
し
、
子

ど
も
も
授
か
り
ま
し
た
が
、
結
婚
後
は
当
然
の
よ
う
に｢

ホ
タ
ル
族｣

で
す
。
雨
が
降
ろ

う
が
雪
が
降
ろ
う
が
、
雷
や
台
風
の
時
も
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
隅
で
、
世
間
様
に
見
ら
れ

な
い
よ
う
に
わ
び
し
く
吸
う
か
た
わ
ら
、
女
房
か
ら
は
い
つ
も
し
つ
こ
く
禁
煙
を
迫
ら
れ

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
禁
煙
に
は
２
回
く
ら
い
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
１
回
目
が
三
日
坊
主
で
、
２

回
目
が
１
週
間
と
い
う
散
々
な
結
果
に
、
逆
に
開
き
直
り｢

意
思
が
強
い
け
え
、
吸
う
ん

よ
。｣

と
訳
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
、
結
局
吸
い
続
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
い
よ
い
よ
一
念
発
起
す
る
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
職
場
の
上
司
が
次
々
と

禁
煙
を
始
め
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
昔
は
机
に
灰
皿
が
あ
り
、
煙
が
も
ん
も
ん
と
し
た
職

場
で
し
た
が
、
10
年
前
に
は
世
の
中
が
禁
煙
に
向
け
た
風
潮
に
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、
職

場
で
の
喫
煙
場
所
も
極
小
ス
ペ
ー
ス
に
限
ら
れ
、
吸
っ
て
は
い
け
な
い
雰
囲
気
が
出
来
上

が
っ
て
き
て
お
り
ま
し
た
。

意
を
決
し
た
３
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

私
自
身
も
管
理
職
に
な
る
前
で
し
た
が
、｢

今
年
の
仕
事
始
め
か
ら
止
め
よ
う
！｣

と

平
成
13
年
１
月
４
日
か
ら
禁
煙
を
始
め
、
そ
れ
以
降
は
１
本
た
り
と
も
た
ば
こ
を
手
に
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
何
故
あ
れ
だ
け
吸
っ
て
い
た
の
に
、
急
に
止
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
？
今

考
え
て
も
決
定
的
な
理
由
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
職
場
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

環
境
に
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
間
違
い
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

禁
煙
後
は
、
食
事
も
美
味
し
く
、
痰
が
か
ら
む
こ
と
も
な
く
、
歯
の
裏
も
綺
麗
で
す
し
、

お
ま
け
に
小
銭
の
心
配
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
、
気
負
わ
ず
気
楽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

こ
の
度
紹
介
し
ま
し
た
Ｔ
さ
ん
は
、
自
分
の
強
い
意
思
で
禁
煙
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
が
、

安
芸
高
田
市
内
に
は
、
禁
煙
支
援
の
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
た
ば
こ
を
止
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
、
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中

平成23年度税率表＊
特
定
世
帯
と
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
が
１
人
と
な
る
世
帯
で
す
。

項 目 医療給付費分 支援金分 介護納付金分
所 得 割 5.5％ 1.6％ 1.7％
資 産 割 17.0％ 11.0％ 12.0％
均 等 割 22,100円 7,200円 9,600円
平 等 割
(＊特定世帯)

16,500円
(8,250円)

5,400円
(2,700円) 5,400円

課 税
限度額

変更後
(変更前)

51万円
(50万円)

14万円
(13万円)

12万円
(10万円)



25 24



27 26



29 28



31

協
賛
金
の
お
願
い

安
芸
高
田
花
火
大
会
は
、
今
年
も
賛
同
を
い
た
だ
け
る
商
店
や
事
業
所
な
ど
を

始
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
協
賛
金
を
募
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
協

賛
を
頂
い
た
皆
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
振
込
用
紙

通
知
広
報
で
、
市
内
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
振
込
用
紙
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
１
口
１
、
０
０
０
円
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
募
金
箱

市
内
の
商
店
な
ど
に
募
金
箱
を
置
い
て
い
ま
す
。

無料送迎シャトルバス時刻表

作品応募要項
【撮影場所】
八千代湖
【テーマ】
第８回安芸高田花火大会
(自然と風物を対象とした
もの)
【作品サイズ】
カラー作品､ デジタルカ
メラで撮影をしたものでも
よい｡ カラープリント四つ
切りまたはワイド四つ切り｡
デジタル作品の場合はＡ４
サイズまたは四つ切り (デ
ジタル画像処理・加工され
たものは不可)

■応募方法
｢第８回安芸高田花火大

会フォトコンテスト､ 写真
の題名 (ふりがな)､ 氏名

(ふりがな)､ 住所､ 電話番
号｣ を記入した用紙を､ 応
募写真の裏面にテープで貼
付 (糊付け不可) し､ 応募
ください｡ デジタル作品の
場合は､ データコピーをお
願いする場合があります｡
■応募締切
９月30日必着
■発表
10月末に入賞者に直接通
知します｡ 特選作品は､ 翌
年の安芸高田花火大会のポ
スターなどに使用します｡
■賞
特選１点
(安芸高田市特産品5,000

円相当)
入賞１点
(安芸高田市特産品3,000

円相当)
■応募上の注意
応募作品は未発表のもの
で､ 単写真 (１枚で完結す
る写真) に限ります｡ 組写

真は不可｡ ／入賞作品のネ
ガなど､ 著作権は主催者側
に属します｡ ／作品は原則
として返却しません｡ ただ
し､ 選外作品については希
望があれば返却します｡ 返
信用封筒に ｢住所・氏名｣
を記入し切手を貼り同封し
てください｡
※個人情報は､ 入賞された
場合の通知にのみ使用
(特選の場合はポスター
などに氏名のみ使用)
し､ それ以外に使用する
ことはありません｡

■応募先・問合せ先
〒731-0592
広島県安芸高田市

吉田町吉田791
安芸高田花火大会

実行委員会事務局
(商工観光課)

℡ ０８２６－
４７－４０２４

花火大会
フォト
コンテスト

各地域から無料送迎シャトルバスを運行します｡ 乗車を希望され
る方は､ 出発の時間までに集まってください｡
≪乗降場≫ はじ丸館駐車場

各地発 → 会場行き
★上土師グラウン
ド臨時駐車場
14:30発

以降随時

●甲田支所 (本庁経由) 発 ●ＪＲ向原駅 (本庁経由) 発 ●本庁発
甲田支所 本 庁 会 場 向原駅 本 庁 会 場 本 庁 会 場
15:30 15:50 16:10 15:30(JR 15:22着) 15:50 16:10

17:10 17:3016:00 16:20 16:40 16:20(JR 16:13着) 16:40 17:00
17:00 17:20 17:40 17:00(JR 16:53着) 17:20 17:40

17:30 17:5017:30 17:50 18:10 17:35(JR 17:31着) 17:50 18:10

18:15 18:35●八千代支所発 ●高宮・美土里便
八千代支所 会 場 川根郵便局 高宮支所 原田プラタナス 北の関宿 北生公民館 美土里支所 会場

18:20 18:4014:30 14:50 15:30 16:10 16:20 16:40
16:45 17:00 17:20

18:40 19:0017:00 17:20 17:40
18:30 18:50 17:30 17:50 18:10

※八千代支所から会場行きについては､ 14:30から18:30までピストン輸送を行います｡

会場発 → 各地行き
●八千代支所行き ●本庁経由～甲田支所行き ●本庁経由～ＪＲ向原駅行き ●本庁行き
会 場 八千代支所 会 場 本 庁 甲田支所 会 場 本 庁 向原駅 会 場 本 庁
20:10 20:30 20:40 21:00 21:20 20:40 21:00 21:20 20:40 21:00

20:45 21:05 21:25 21:10 - 21:50(JR 22:12発)
20:45 21:0522:10 22:30 22:40 22:00 22:20 22:40

22:30 22:50 22:15 22:35 22:55 22:30 22:50 23:10
21:30 21:50

●高宮・美土里便
21:35 21:55

会 場 美土里支所 北生公民館 北の関宿 原田プラタナス 高宮支所 川根郵便局
22:20 22:5020:40 21:00 21:15 21:30 22:00

20:40 21:00 21:15
22:25 22:5522:00 22:20 22:40

※八千代支所行きについては､ 20:10より22:30の最終便までピストン輸送を行います｡

30


